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令和２年２月 21 日 



中小企業等災害復旧支援事業費補助金について 

 

 

１ 目的 

  令和元年台風第 19 号により被害を受けた市内の中小企業者等の早期事業再開を

支援するため、被災した事業用建物や機械設備等の復旧・整備を支援する。 
  

 

２ 事業概要 

（１）助成対象者 

令和元年台風第 19 号により事業用建物や機械設備等が被災し、地方公共団体

による支援を受けて事業を継続しようとする中小企業者等 

（２）対象事業 

ア 建物・建物付帯設備復旧支援事業 

イ 機械設備復旧支援事業 

ウ 車両復旧支援事業 

エ 備品等復旧支援事業 

（３）補助率 

   県：対象事業（上限 4,000万円）の２/３ 

市：対象事業（上限 4,000万円）の 1/30 

 ※千円未満切捨て 

 

３ 予算額 

歳入：86,222千円（県費） 

歳出：90,552千円（県費 86,222千円+市費 4,330千円） 

  

 

  



農業用施設等台風被害対策事業費補助金について 

 

 

１ 目的 

  令和元年台風第 19 号により被災した農業者に対し、被災施設の復旧にかかる費

用について補助し、農業経営の継続を支援する。 
  

 

２ 事業概要 

（１）助成対象者 

令和元年台風第 19号により農業用施設が被災し、地方公共団体による支援を 

受けて、農業経営を継続しようとする農業者 

（２）対象事業 

農産物の生産に必要な施設又は生産した農産物の加工に必要な施設の復旧 

又は気象災害等による農業被害前の当該施設と同程度の施設の取得 

（３）補助率 

  国…３/10以内、県…２/10以内、市…２/10以内 
  

 

３ 予算額 

  歳入：1,792千円 （国費＋県費）  

  歳出：2,509千円 （国費＋県費＋市費）             

    補助件数：１件 
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小田原特定漁港漁場整備事業 施工箇所図 （繰越明許費補正） 

早川駅 

款 項 事 業 名 金 額

農林水産業費 水産業費 小田原特定漁港漁場整備事業 26,000 千円

JR 早川駅 

・・・・・施工箇所 

交流促進施設 

１号防波護岸嵩上工事（外郭） 

延長 L=99.0m 嵩上高さ H=2.0m 

外郭施設機能強化業務委託（漁環）

  耐波浪診断 N=１式 

早川海岸地区（漁環） 

  階段護岸工（緩傾斜護岸工 延長 L=79.0m） 

１号多目的広場（漁環） 

  トイレ整備工 男子トイレ 小 2基／大 1 基 

         女子トイレ   2 基 

         みんなのトイレ 1基 



 

 

令和元年度（補正予算分） 地籍調査事業位置図 

 

第 91計画区 事業面積：0.28ｋ㎡（鴨宮、飯泉、上新田、中新田、下新田の各一部） 

 

 

東海道新幹線 

鴨宮中学校 

第 91計画区 



巨大提灯・ステンドグラスリニューアル事業について 

 

１ 事業概要 

 小田原駅東西自由連絡通路内の JR東日本改札前に設置している巨大提灯が、令和元年 10

月 12 日の台風第 19 号による強風のため破損した。この巨大提灯は、当該通路の開通記念

品として平成 15年 12月 20日に「私たちの自由通路をつくる市民の会」から寄贈されたも

のであり、長年にわたり小田原駅のシンボル的な存在として、市民をはじめ多くの観光客

に親しまれてきたことから、修復し再設置するものである。 

また、併せて、同会から寄贈された、JR 東日本改札に向かって左側の壁面上部に設置し

ているステンドグラスについては、自然光が入らない夜間においても市民や観光客の目を

楽しませることができるよう、演出するものである。 

 

２ 主な業務内容 

（１） 巨大提灯修復設置 

施設概要（山﨑提灯店 故山﨑勇氏製作） 

・和紙、竹ひご、凧糸を使用した本格的な小田原提灯 

・直径約 2.5ｍ、高さ約 4.5ｍ、重さ約 260㎏   

ア 小田原駅東西自由連絡通路内巨大提灯修復業務  

   和紙、副資材、加工手間、文字書き、仮設、梱包、搬送等 

イ 小田原駅東西自由連絡通路内巨大提灯設置業務  

現地搬入、吊り込み手間、安全管理、仮設等 

（２） ステンドグラスライトアップ  

施設概要（芳澤一夫氏デザイン） 

・「日月山海小田原」と題し、小田原のイメージを表現 

・幅 0.8ｍ、高さ 2.44ｍ ５面 

ア 小田原駅東西自由連絡通路内ステンドグラスライトアップ設備設置工事  

照明器具、付属品、電線引き込み等 

・小田原駅東西自由連絡通路外側屋 

根に照明器具を設置。 

・夜間、外側からステンドグラスを 

ライトアップし、ステンドグラス 

本体の美しさと天井への映り込み 

を演出する。 

  

３ スケジュール 

令和２年７月上旬完成（東京 2020オリンピックの開会式７/24） 

 

【ライティングイメージ図】 
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市営浜住宅高波対策工事について 

 

 

１ 事業概要 

  市営浜住宅については、令和元年 10 月の台風第 19 号による高波を受け、

窓ガラス等を破損して入居者が負傷する被害が発生したため、対策工事を

実施し入居者の安全確保を図る。 

 

２ 市営浜住宅の概要 

（１）所 在  小田原市酒匂三丁目 16番 21号 

（２）位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （３）建 物    

 

 

 

 

３ 工事の内容 

（１）１号棟及び２号棟の全戸の南面窓に引き戸式の雨戸を設置 

（２）３号棟は雨戸の戸袋設置スペースがないため、１階から３階までの

南面窓を強化ガラスに交換 

棟 階数 戸数 建設年度 

１号棟 ３階 18戸 

76戸 

昭和 55 

２号棟 ３階 18戸 昭和 56 

３号棟 ５階 40戸 昭和 58 

 

市営浜住宅 

 


